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消費者のニーズとマッチし , その用途は広がり, 生産量は増加している. 特にフェラ





である. このためにフェライト系ステンレス鋼には , 成形加工後に「リジング」及び「肌
荒れ」等の表面欠陥が生じやすい. リジングは圧延方向に展伸した凹凸であり , 板
厚中心部の類似結晶方位を持つ結晶粒集団（コロニー）の存在に起因する. 一方 , 
肌荒れは板厚表層の結晶粒毎の塑性異方性による.  
 本研究は, リジング及び肌荒れを金属組織制御によって解決することを目的として
行われたものである. 以下に研究成果の概要を示す.  
リジングを抑制するためには以下の 3 つの検討が行われた.  
最初に, リジングに大きく影響を及ぼす凝固組織を微細にすることを目的として凝
固組織に及ぼす添加元素の影響を調査した, その結果 , フェライト系ステンレス鋼
に Ti とMg を複合添加したときに凝固組織が微細等軸晶化することを明らかにした. 





晶化が生じるモデルとして、「溶鋼内にまず Ti 酸化物が生成し, その後に Mg を添
加することで Mg 酸化物に還元すると同時にその周囲に Ti が濃化する. 温度の低
下に伴って Mg 酸化物を核として TiN が整合析出して，TiN がフェライト相の不均
一核となって凝固が開始する」という段階的不均一核生成モデルを提案した.  
 次に, 熱間圧延工程における再結晶によりコロニーを破砕するために , 再結晶の
進行を阻害する析出物の析出挙動を制御することを試みた . すなわち Ti 添加高純
フェライト系ステンレス鋼の熱間圧延後の巻取り工程で再結晶を促進するために , 
プロセス条件並びに成分を制御して 2 種類の析出物（Ti4C2S2, FeTiP）が再結晶






組織に及ぼす影響 , さらには焼鈍後のコロニーサイズに及ぼす影響を調査した . そ
の結果 , フェライト相と硬質相（マルテンサイト）の硬度差が小さい（≦100Hv）場合
には, 冷間圧延時にマルテンサイトは変形してフェライト相と同じような圧延集合組













デルの検証を目的とし, 結晶塑性 FEM による計算及び EBSD を用いた実験に取
り組んだ. その結果 , 隣接する結晶粒が類似の変形挙動（活動すべり系が近いこと）
を取る場合には結晶粒界近傍の転位密度が高まり , 肌荒れの発生原因となりうるこ
とを示し, 提案した肌荒れ発生モデルが妥当であることを明らかにした . 
 上記の研究成果を活用して , 表面品位に優れた新たなフェライト系ステンレス鋼
板が開発され, 実用化された. 
 
